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子どもとともに吃音と向き合うための教材開発の試みと実践





－��7－

子どもとともに吃音と向き合うための教材開発の試みと実践

ことばの臨床教育研究会　瀧田智子

１．はじめに

　「ことばの教室」では、子どもたちと吃音について語ろうと思っても、なかなか素直に
語れない子どもたちがいる。また、子どもたちと吃音について話し合うことができない担
当者もいる。それは、周りの大人や担当者自身が、吃音を「好ましくないもの」と捉えて、

「吃音を意識させてはいけない」「吃音に触れるとかえって悪くなってしまう」と思ってい
るからではないだろうか？そのために、吃音について誰にも相談できず、一人悩んでいる
子どもたちが多くいるのだと思う。しかし、担当者が、吃音について子どもたちとしっか
りと向き合いながら、吃音について話し合うことができると、どんなに幼くても、吃音に
ついて何らかの話しづらさや不全感を感じていることが、子どもたち自身の口から語られ
ることが多い。
　吃音指導に関しては、様々な考え方や方法があるが、確固たる指導法が確立されている
わけではない。しかし、どのような方法を採るにしても、教師が子どもと、吃音について
向き合うことは大切なことと考える。「どもりたくない」「いやだなぁ」という気持ちが子
どもたちにあるならば、まずその気持ちを受け止め共感し、子どもが自分自身を肯定的に
受け入れ、「どもる・どもらない」にかかわらず、自分の気持ちをきちんと相手に伝えて
いくことができるようにかかわっていく（育てていく）ことが指導者に求められているの
ではないかと考える。
　本研究会では、教師が子どもと吃音について向き合うきっかけとして使用できる絵本

「どもってもいいんだよ」と、吃音についての正しい知識を子どもたちに知ってもらうた
めの説明絵本「どもるってどんなこと」を作成した。そこで、その作成の経緯とそれらの
絵本を用いた指導の様子を報告し、吃音指導の在り方について考えたいと思う。
　なお、現在は、どもり始める頃（幼児期）の保護者や、関係者(保健所、幼稚園、保育所、
等)に向けてのリーフレット作りを行っている。

２．目的と方法

　①教師自身が、吃音と向き合い、子どもと吃音の話ができるようになること
→絵本「どもってもいいんだよ」の作成、「ことばの教室」での指導実践

　②子どもたちが、吃音を正しく理解し、吃音と向き合えるようにすること
→説明絵本「どもるってどんなこと」の作成、「ことばの教室」での指導実践

　③子どもを取り巻く周囲の人間が、吃音を正しく理解し、適切なかかわりができるよう
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にすること
→幼児の保護者向けリーフレットの作成
↓

☆ 子どもの自己概念を確立し、自尊感情を育み、周りの人間と共に吃音を正しく理解し、
よりよく生きることができるようにする

３．結果

（１）吃音についての絵本「どもってもいいんだよ」の作成に当たって
○｢ことばの教室｣では、担当教師が、吃音がある子どもたちと吃音について話そうとして

も、話したがらなかったり、話をはぐらかされたり、と実際に話をすること自体が難し
い状況にあることが多い。また、教師自身が吃音について子どもたちと話すことを避け
たり、躊躇したりしていることもあるようだった。その理由として「吃音を話題にする
とかえって意識させてしまうのではないか」「具体的な進め方が分からない」等の教師
自身の不安があるのではないかと考えた。

○そこで、教師が子どもと吃音について向き合うきっかけとして使用できる絵本の作成を
行った。絵本の作成に当たってのねらいは、以下の３点である。
①絵本を一緒に読んでいく中で、教師が子どもと自然に吃音の話ができること
②子ども自身が、絵本の中に出てくる話の中で、自分を振り返ったり、自分と同じだと

共感したりできること
③絵本を読みながらや読み終わった後、子どもたちが自然に自分の吃音について語るこ

とができるようになること　
○作成に当たっては、学識経験者やことばの教室担当者だけではなく、吃音のある成人も

参加した。当事者の立場から、「子どもの頃、誰も吃音のことを説明してくれなくてと
ても不安だった。」「このような絵本が子どもの頃にできていれば良かったと思う。」等
といった発言があり、絵本作成の意義を確認した。そして、当事者としての吃音につい
ての思いを聞き、ことばの表現に配慮しながら、絵本の中の子どもたちの様子の実例と
して生かした。また、「ことばの教室」で行われている個別指導やグループ指導の中で、
実際に出てきた子どもたちのことばを、そのまま内容に生かした。

○できあがった絵本は、すぐに出版するのではなく、試作本として全国�5カ所の「ことば
の教室」(吃音指導において、比較的経験豊富な教師のいる教室)等の関係者に送り、実
際に使用してもらった。使用後、アンケートにより評価と感想を集約し、絵本の内容を
さらに推敲した。
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　＜感想文の一例＞
○「どもる」ということばを、オープンな感じで話し合うことができた。
○どもるときの様子や、ストレスの解消法の例が書かれているので、そうした話題を子ど

もと話すことができた。
○「どもるのは、自分だけではない」と子どもは感じたようだった。
○絵本を読んだ後、母親と吃音について話すことができるようになった。
○読みながら、「この子は素直すぎる。普通は頭にくるよ。」等、子どもが自分の思いを話

すことができた。
○中級編(小学校高学年や中・高生向きの物)が早く欲しい
△積極的に読もうとはしなかった。
△読み聞かせを嫌がる子には向かない。
○試作本についてのアンケート結果をもとに、使用に当たっての「手引き」を作成し、絵

本に付けることにした。「手引き」には、吃音指導についての全般的な話、絵本の使い
方とその具体的な例、そして、『吃音と出会い、向き合うまで』をテーマにした吃音の
ある青年による座談会の記録を載せた。

○絵本作りを始めてから、あしかけ４年目の�00�年７月に完成版を印刷し、全国の「こと
ばの教室」等に紹介し、実費で分けることとした。当初印刷した部数はなくなったため
増刷し、現在までに約��00部を世に送り出している。

（２）吃音についての説明絵本「どもるってどんなこと」の作成に当たって
○１冊目の絵本「どもってもいいんだよ」が作成され、子どもたちと吃音について話す

きっかけが提供できるようになると、今度は、吃音についての正しい知識を子どもたち
に伝えることが必要になってきた。しかし、子ども向けに吃音を正面から取り上げて説
明する本は存在しなかった。そこで、子ども向けの説明絵本を作成することにした。

○この絵本の作成に当たっても、当事者として吃音のある成人も参加し、子どもたちに伝
えたい内容を精選し、また、ことばの表現に配慮した。

○吃音についての知識の中で、「タイプ」、「波」、「頻度」、「出現率」等の内容は、比較的
容易に文章にすることができたが、子どもたちにとって一番関心の高い「なおるか」に
ついての項目は、表現が難しく、時間をかけて検討を行った。最終的に、「なおるか・
なおらないか」の判断は、その人の価値の中で判断されることであると考えた。そして、
症状の有無ではなく、まず、『自分自身が「吃音」をどう受け止めるか』、『今、自分は
何ができるか』、『周りの人たちに、何をして欲しいか』を考え、実行したり、伝えたり
することが大事なのではないかとまとめた。

○現在、２冊目の絵本「どもるってどんなこと」は、約�400冊が世に送り出されている。
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　＜保護者からの感想文の一例＞
○吃音で悩んでいたり、困ったりしていることをストレートに表現できていて、とても分

かりやすかった。
○「わかりやすく、大切なことがコンパクトにまとめてある」「子どもの心に寄り添った

記述がしてある」と思う。
○多くの人に吃音を理解してもらうために、ぜひ、いろいろな場所に置いて、みんなに読

んでもらいたい。
○絵本�6ページの「ぼくだって、本当はどもりたくないさ。でも、かくしたってしょうが

ないって思うようになってきたんだ。」の文について、我が子も、中学生の難しい時期
に、このような心境でいて欲しい。吃音だけに目を向けず、どんどん自分のやりたいこ
とに突き進んでいって欲しい。

○息子に伝えたいのは、「吃音がなおるとは？」の所である。「ことば」というものは、言
いたいことを伝える手段なのだから、たとえ吃音があっても、最後まで言いたいことを
相手に伝えることさえできたなら、それは、「吃音がなおった」と言っていいのだと思
う。

（３）吃音についてのリーフレット｢うちの子はどもっているの？｣(仮題)の作成に当たって
○吃音のある小学生の指導を行う中で、発吃前後に適切なアドバイスがなされていなかっ

た保護者に出会うことが多い。そこで、発吃（２～４歳）頃の保護者（そして、その関
係者：保健所、幼稚園、保育所、等)が、吃音について正しく知り、よりよく子どもと
接することができるようになることを願い、リーフレットの作成を行うこととした。

○現在、作成中であるが、主な内容は、以下の通りである。

うちの子はどもっているの？
なぜどもるの？
吃音はなおるの？
吃音豆知識

子どもの話を聞くときには･･･
子どもに話しかけるときには･･･
生活面で気をつけたいこと･･･
こんなとき、どうする？

○「どうすればいいか？」のところでは、吃音自体に直接的に対処するということではな
く、「基本的な子育て」について支援するような内容で作成している。

○印刷・発行・配布の仕方については、現在検討中である。
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（４）小学校の「ことばの教室」での、グループ指導の報告
○平成�7 ～ �8年度にかけて、絵本を活用したグループ指導（絵本が作成される以前も、

吃音のある子どもたちのグループ指導は行っていた）を、学期に１～２回、５～ �0人
程度の１年生から６年生までの子どもたちが集まって、全部で約１時間半程度行った。

○大まかには、以下のような流れで指導を行った。

１．グループ指導のねらいの説明（高学年の子どもたちが説明することが多かった）
２．自己紹介（決まり事：名前、学校、学年、　＋言いたいことがあれば何でも）
３．エンカウンターゲーム
　・じゃんけんゲーム(進化じゃんけん)・ハンカチ落とし・フルーツバスケット
　・ころがしドッジボール　等
４．吃音についての学習と振り返り
　・吃音のタイプについて　・吃音の波について　・吃音の原因について　等

○自己紹介や活動の内容・順番等は、参加するメンバーや前回の指導の反省を踏まえて、
毎回少しずつ変えて行った。また、保護者や卒業生が参加するように指導内容を設定す
ることもあった。

○学期に１～２回の指導のため、途中で新しく通級になる子どもたちがいて、ほとんど毎
回新しいメンバーが加わることになった。そのため、自己紹介とみんなが仲良くなれる
ような遊びは毎回行った。

○個別指導の中では、なかなか自らの吃音について語ることの少ない子どもたちも、グ
ループ指導の中では、自分の吃音について、とても自然に、そして素直に話すことがで
きた。

　以下に、指導の中での子どもたちの様子を示す。

＜波の学習の際＞　Ｔ：教師　Ｃ：児童
Ｔ：～絵本の波の部分を読み聞かせて、「波」について説明する～
Ｔ：「みんなも何か、言いやすいときと、そうでないときあるかな？」
　　　→Ｃ１：「学校で、みんなの前で教科書読んでる時か、司会する時は平気！」
Ｔ：「へえ～、Ｃ１ちゃんは音読平気なんだって！」
Ｔ：「ぼくも、音読は平気！っていう人いる？」　→参加者７人中、５人が挙手
Ｔ：「そうなんだ。じゃあ、音読苦手な人は？」　→残りの２人が挙手
Ｔ：「ふ～ん。人によって、いろいろ違うんだね。」

Ｔ：～指導の最後に、お兄さんたち（５年生が３人）に話を振る～
Ｔ：「何か、『こうするといいよ』みたいなアドバイスない？」
　　　→Ｃ２：「どもらないようにするには、ゆっくり話す」
Ｔ：「へえ～、Ｃ２ちゃんは、ゆっくり話すとどもらないんだって！」
　　　→Ｃ３：「それはないな。うーん、やっぱり、ちょっとあるか･･･」
　　　→Ｃ４：「ゆっくり話すのって、むずかしいよ」
　　　→Ｃ５：「ゆっくり話すと、かえってどもっちゃうような気がする」
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○吃音についての学習の中では、話し合いのあと、振り返りや感想も含めて学習表への記
入を行った。以下が、子どもたちが書いた学習表の一例である。

＜グループ学習のまとめの一例＞
『タイプの学習の際』

『波の学習の際』
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４．まとめと今後の課題

○子どもと吃音についての話ができるということは、まずは「吃音指導のスタートに立て
た」ことだと考える。その意味で絵本は、まさに吃音指導の｢きっかけ作り｣としての役
割を果たす有効な教材だと考える。しかし、その後の指導の展開は、個々の子どもに応
じた教師の工夫・感性・力量に求められるところが大きく、指導に携わる教師の日々の
研鑽にかかってくると言えよう。

○教師は、「子どもたちが『吃音があってもいいや』と思い、吃音を気にすることなく、
のびのびと子どもらしく生きて欲しい」と願うが、子どもたちにしてみれば、そんなに
簡単に吃音を受け入れることはできないのが実際である。したがって、指導の中で子ど
もたちと何を語り、何を共有し合い、「ことばの教室」で何を目標にしていくのかを、
子どもたちと共に考えていくことが重要だと考える。つまり、「ことばの教室」での指
導は、子どもにとって自分のネガティブなことを安心して語りあえる関係にあるという
前提に立った上で、教師が、吃音を治したい(なくしたい)と願う子どもたちの思いを聞
き、具体的に何に困っているのかを聞いたり、どうすれば解決できるかを一緒に考えた
り、その方法を実践したりしていくことが大切なのだと考える。そして、吃音のある子
どもたちが自分自身を肯定的に受け止め、吃音があっても前向きに生き、不安のない将
来像を描くことができるように、共に考えていくことが重要である。

○そのためには、教師自身が吃音をどのように捉えるか、そして、子どもたちとどのよう
に生きていくか（人生そのもの）を語ることができるようになることが求められるので
はないかと思う。

○そして何より、目の前にいる子どもたちに、「今の＜あなた＞が大好きであること」を
伝え続けていくことが大切だと考える。

○グループ指導の利点は、吃音について悩む者が自分一人だけではないことや、同じ悩み
をもつ仲間がいることを知り、安心感がもてること、そして、１対１の個別指導の中で
は話しにくい吃音の話題も、どもり方は違っていてもみんながどもっていることで、自
然に話ができることなどがあげられる。また、グループ指導でみんなで話し合っていく
中で、同じ吃音とはいっても、各々どもり方や悩みは違うことを知ったり、嫌な経験を
共感しあったり、互いの対処法を話し合ったり、吃音を正しく理解したりする中で、吃
音を受け入れるための素地を広げていけると考える。

○これらの活動を通して、最終的には、子どもたち自らがよりよい自己概念を形成し、肯
定的な自己像を描き、将来に対する思いが明るく安定したものになっていくように、支
援していくことが教師の役割だと考える。



－��4－

５．結びに

　絵本やリーフレットが、子どもと吃音についての話ができる「きっかけ作り」に役に立
ち、子ども自身が、教師が、そして子どもたちの周りのすべての人が、吃音を「好ましく
ないもの」と捉えず、受け入れられるようになって欲しいと願う。さらに、これらの教材
が一人でも多くの人に活用され、その有効な使用法や実践例がたくさん寄せられるととも
に、吃音指導のための教材開発や指導方法の検討が全国各地で活発になっていくことを願
うばかりである。




